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が
き

本
書
の
結
論
を
一
言
で
い
え
ば
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
救
う
の
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
子
育
て
支
援
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
少
子
化
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
減
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
・
親
た
ち
の
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
質
・
量
と
も
に
十
分
な
子
育
て
支
援
こ
そ
が
、
日
本
を
救
う
の
で
あ
る
。

「
救
う
」
と
い
う
の
は
、
何
か
ら
日
本
を
救
う
の
か
。
そ
れ
は
、
短
期
的
に
は
、「
労
働
生
産
性
の
低
さ
か
ら
救
う
（
労

働
生
産
性
を
高
め
る
）」（
第
4
～
5
章
）、「
急
激
な
少
子
化
か
ら
救
う
（
出
生
率
を
高
め
る
）」（
第
6
章
）、「
自
殺
率
の
高
さ

か
ら
救
う
（
自
殺
率
を
下
げ
る
）」（
第
7
章
）、「
子
ど
も
の
貧
困
率
の
高
さ
か
ら
救
う
（
貧
困
の
子
ど
も
を
減
ら
す
）」（
第
8

章
）
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
長
期
的
に
は
、「
財
政
難
か
ら
救
う
（
財
政
余
裕
を
増
や
す
）」（
第
3
章
）、「
格
差
の
固
定

化
か
ら
救
う
（
貧
困
の
親
子
間
連
鎖
を
減
ら
す
）」「
社
会
保
障
の
非
効
率
性
か
ら
救
う
（
社
会
保
障
の
投
資
効
果
を
高
め
る
）」

（
第
8
章
第
5
節
）
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
、
労
働
生
産
性
が
高
ま
れ
ば
、
経
済
成
長
率
も
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

税
収
も
増
え
て
、
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
・
貧
困
対
策
・
就
労
支
援
・
教
育
支
援
な
ど
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。本

書
で
試
み
た
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
分
析
か
ら
総
合
的
に
い
う
と
、
潜
在
的
待
機
児
童
を
完
全
に
解
消
す
る
こ
と
で
、
労

働
生
産
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
子
ど
も
の
貧
困
率
を
先
進
国
平
均
に
ま
で
減
ら
し
、
財
政
余
裕
を
10
年
間
か
け
て
先
進

国
平
均
に
ま
で
増
や
す
に
は
、
消
費
税
5
％
増
税
後
に
新
た
に
必
要
な
追
加
予
算
は
、（
保
育
サ
ー
ビ
ス
1
・
1
兆
円
＋
児
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童
手
当
2
・
5
兆
円
＋
起
業
支
援
0
・
2
兆
円
＝
）
合
計
3
・
8
兆
円
（
２
０
１
５
年
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
４
９
９
兆
円
の
0
・
8
％
）
だ
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
待
機
児
童
（
就
学
前
保
育
１
０
０
万
人
＋
学
童
保
育
40
万
人
）
は
完
全
に
解
消
さ
れ
、
翌
年
の

労
働
生
産
性
成
長
率
（
と
経
済
成
長
率
）
は
約
2
・
9
％
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
子
ど
も
の
貧
困
率
（
２
０
１
２
年
16
・
3
％
）

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
（
２
０
１
０
年
頃
10
・
5
％
）
ま
で
減
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
約
0
・
02
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
年
間
自

殺
者
数
は
約
５
０
０
人
減
少
し
、
財
政
余
裕
は
10
年
後
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
（
２
０
０
９
年
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
11
・
41
％
）
に
ま
で
増

え
る
と
見
込
ま
れ
る
。

労
働
生
産
性
の
成
長
率
が
2
・
9
％
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
す
る
と
い
う
の
は
、
か
な
り
大
き
す
ぎ
る
数
字
だ
。
も
ち
ろ
ん

そ
こ
に
は
誤
差
が
伴
う
し
、
効
果
の
逓て

い

減げ
ん

も
あ
り
う
る
の
で
、
お
そ
ら
く
実
際
に
は
1
・
5
％
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
上
昇
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
十
分
に
大
き
な
数
字
だ
。

0
・
02
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
出
生
率
上
昇
の
効
果
は
、
あ
く
ま
で
短
期
的
な
効
果
し
か
推
計
で
き
て
い
な
い
の
で
、
数
字

と
し
て
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
労
働
生
産
性
が
お
そ
ら
く
大
き
く
上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
受
け
て
、
労

働
時
間
を
徐
々
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
長
期
的
に
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
子
育
て
し
や
す
い
環

境
が
整
い
、
出
生
率
は
さ
ら
に
上
昇
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

他
方
で
、
潜
在
的
待
機
児
童
を
小
さ
め
に
見
積
も
っ
て
就
学
前
保
育
80
万
人
の
み
と
し
、
そ
の
潜
在
的
待
機
児
童
の
解

消
の
み
を
目
標
と
す
る
と
、
消
費
税
5
％
増
税
後
に
新
た
に
必
要
な
追
加
予
算
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
た
め
の
0
・

7
兆
円
（
２
０
１
５
年
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
0
・
1
％
）
だ
け
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
翌
年
の
労
働
生
産
性
成
長
率
は
約

0
・
3
％
ポ
イ
ン
ト
、
経
済
成
長
率
は
約
0
・
4
％
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
子
ど
も
の
貧
困
率
は
約
1
・
1
％
ポ
イ
ン
ト
減

少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
約
0
・
01
上
が
り
、
自
殺
は
約
２
０
０
人
減
り
、
財
政
余
裕
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（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
％
）
は
約
0
・
1
％
ポ
イ
ン
ト
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
（
な
お
、「
保
育
士
の
処
遇
改
善
」
も
含
め
れ
ば
、
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
追
加
予
算
は
０
・
８
兆
円
増
え
て
１
・
５
兆
円
に
な
り
、
以
上
の
政
策
効
果
は
お
よ
そ
倍
増
す
る
）。

労
働
生
産
性
の
成
長
率
が
0
・
3
％
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
現
実
的
な
数
字
だ
。
そ
し
て
長
期

的
に
見
れ
ば
、
労
働
生
産
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
上
昇
す
る
の
で
、
日
本
社
会
に
よ
り
大
き
な
恩
恵
を
も
た

ら
す
と
期
待
で
き
る
。
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
0
・
7
兆
円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
0
・
1
％
）
分
拡
充
す
る
だ
け
で
も
、
そ
う
い
う
プ

ラ
ス
の
効
果
が
見
込
め
る
の
で
あ
る
。

就
労
支
援
（
第
9
章
第
1
節
参
照
）
や
医
療
（
第
4
章
注
5
参
照
）
に
も
労
働
生
産
性
を
高
め
る
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
効
果

が
見
込
め
る
が
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
ほ
ど
幅
広
い
波
及
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
他
の
ど
の

政
策
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
大
き
い
と
期
待
で
き
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
効
果
に
よ
っ

て
、
労
働
生
産
性
と
経
済
成
長
率
が
上
が
れ
ば
、
税
収
が
増
え
て
、
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
・
貧
困
対
策
・
就
労
支

援
・
教
育
支
援
な
ど
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
私
は
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
て
言
い
た
い
。「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
救
う
の
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し

た
子
育
て
支
援
だ
」。
子
育
て
支
援
が
日
本
を
救
う
の
で
あ
る
。

3
・
8
兆
円
や
0
・
7
兆
円
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
第
10
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
相
続
税
の
拡
大
」「
資
産
税
・
所
得

税
の
累
進
化
」「
被
扶
養
配
偶
者
優
遇
制
度
の
（
低
所
得
世
帯
へ
の
）
限
定
」
な
ど
を
小
規
模
ず
つ
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
（
小
規
模
ミ
ッ
ク
ス
財
源
）、
十
分
に
現
実
的
に
確
保
で
き
る
。
あ
と
は
、
有
権
者
・
政
治
家
・
官
僚
が
、
超
党
派
で
合

意
形
成
す
る
だ
け
で
あ
る
。
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本
書
は
、
名
前
を
挙
げ
れ
ば
き
り
の
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
完
成
し
た
。

本
書
の
着
想
を
最
初
に
得
た
の
は
、
２
０
０
９
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
7
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
、
国
内
学

会
・
国
際
会
議
・
研
究
会
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
政
治
家
勉
強
会
・
私
的
交
流
な
ど
の
場
で
、
何
度
も

ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
、
そ
の
た
び
に
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
何
度
も

改
善
を
重
ね
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
第
11
章
第
2
節
に
明
記
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
ま
だ
多
く
の
限
界
が
あ
り
、
ま
だ
多
く
の
課
題
を
残
す

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
本
書
が
な
ん
と
か
ま
と
ま
っ
て
出
版
で
き
る
形
に
な
り
、
世
に
問
え
る
形
に

な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
ご
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
数
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
な
お
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
書
で
書
か
れ
た
こ
と
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
の
私
に
あ
る
。

本
書
が
日
本
の
有
権
者
・
政
治
家
・
官
僚
の
方
々
に
と
っ
て
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
上
で
少
し
で
も
参
考
に
な

る
も
の
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
ま
た
、
本
書
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
の
人
々
の
議
論

が
少
し
で
も
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
と
し
た
ら
、
筆
者
と
し
て
こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
な
い
。

最
後
に
、
勁
草
書
房
の
渡
邊
光
さ
ん
に
は
、
本
書
の
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
１
１
年
か
ら
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

の
執
筆
を
辛
抱
強
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
生
産
的
な
ご
意
見
も
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
私
事
で
は
あ
る
が
、
障
害
者
福
祉
の
現
場
と
政
策
形
成
に
生
涯
を
さ
さ
げ
私
に
一
つ
の
生

き
方
を
示
し
て
く
れ
た
両
親
の
洋
弥
・
や
よ
い
、
本
書
の
執
筆
過
程
で
何
度
も
め
げ
そ
う
に
な
っ
た
私
を
精
神
面
・
生
活
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面
・
研
究
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
に
支
え
て
く
れ
た
妻
は
る
よ
に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
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